
木材，竹，稲わら等，植物素材の利用に関して，ご相談，共同研究等，気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先： 教授 野中 寛 ( TEL: 059-231-9520, Email: nonaka@bio.mie-u.ac.jp )

木材の溶解とナノファイバー化木材の利用
三重大学 大学院生物資源学研究科 木質分子素材制御学研究室

池口 佳奈子，深尾 亮，野中 寛

未利用材の新規高度利用法の提案

木材の溶解
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溶解性が向上

木材

・リグニン

・セルロース

・ヘミセルロース

ゲル，再生繊維
などの製品

成分分離や
化学変換

幅広い分析

溶解

・セルロースの低分子化

・複合細胞間層リグニンを溶出しやすくする

木材を完全溶解するためには？

シラカンバ木粉
80 mesh pass 2 g

ステンレス球
φ=1 cm×15 個

・粉砕時間 / インターバル： 5分 / 5分
・合計処理時間：2, 6, 12, 24 時間
・粉砕速度：400 rpm

・ボールミル

・溶解性の調査

・リグノセルロースナノファイバーの圧縮成形

・セルロース誘導体（HPMC）を用いた押出成形

リグノセルロースナノファイバーと
セルロース誘導体の混練

木材のナノファイバー化（リグノセルロースナノファイバー）

定試験力押出形細管式レオメータ
フローテスター（島津製作所）

ダイ

P: 荷重 (500 kg)

3 mm×10 mm
4:

温度: 15, 150, 200 °C

試料: ドライリグノCNF試料（粉末状）

15 °C, 60 min

200 °C, 150 min

7 : 3

LignoCNF
含水率 95 %

LignoCNF
含水率 89 %

8800 rpm
20 分

HPMC

Plastic bottle

カクハンター
（写真化学）

2000 rpm, 2 分

2000 rpm

800 rpm
(2000 rpm × 40 %)

P: 荷重 (10, 15, 20, 25, 30 kg)

1 mm×10 mm
4:

温度: 常温

試料:ウェットリグノCNF

＋HPMC（粘土状）

8 : 2

10 : 0

リグノセルロースナノファイバー
: セルロース誘導体 (HPMC)

常温・加圧
自然乾燥

加熱・加圧
冷却

手回し式エクストルーダー
で押し出し


